
地域金融機関にとって厳しい環境が続く中、当行の組織や人材力及び営業ネットワークなどを最大
限活用して地域価値の創造やお客さまの価値向上に全力を注いでおります。お客さま・地域の成長に
貢献し、それを自らの競争力や安定的な業績につなげる「地域経済における好循環」を実現することが、
当行がめざすビジネスモデルです。

百十四銀行がめざすビジネスモデル（中期経営計画）

　個人消費の持ち直しや高水
準な設備投資を背景に、香川県
経済は緩やかな回復基調を維
持しております。（2019年7月）

　2018年に香川県を訪れた
観光客数は、941万人と6年
連続で900万人の大台を超
え、過去3番目の高水準でし
た。また、高松空港の国内・国
際線定期路線の利用者数は、
2 0 6万2,9 2 0人 と 初 め て
200万人の大台を突破しま
した。

県内観光客過去３位の
高水準

地域経済（香川県）の現状
⃝�預貯金残高�（1世帯あたり） 16,498千円：�全国3位
⃝�有効求人倍率�1.75倍             　　    ：�全国9位
⃝�産業構造

　中小企業を主体とした特定の業種に
偏らないバランスの取れた産業構造。地
域経済の強力な牽引役となる中核産業
や企業群が少ないが、経済環境の変化に
強いという強みがある。

■�香川県経済の概況

TOPICS

成長戦略（３つのチャレンジ）

　営業地域を香川県内、広域瀬戸内圏及び大都市圏
に分類し、それぞれの地域に応じた戦略の立案・実
践を通じて、地域の活性化をサポートしております。

大都市圏
総資産利益率追求

　大都市圏である東京、名古屋及び大
阪では、戦略運用拠点として取引の効
率性（貸出金利回りの上昇率）を最重視
しております。また、他の地域のお取引
先とのビジネスマッチングにも取り組
んでおります。

大阪

広域瀬戸内圏

　香川県を除く四国、及び兵庫から福
岡までを範囲とする広域瀬戸内圏で
は、メイン先の課題解決を通じた収益
基盤強化を図っております。

　地元で創業をめざす方を対象とした創業支援セミナー
の開催、経営計画策定、販路開拓支援等を行っております。

　増加するインバウンド観光客に対応するために資金面
の支援をはじめ、インバウンドセミナーの開催、ホーム
ページの多言語化支援等を行っております。

全店独立採算性確保

香川

香川県内

　香川県は守り育てる地域として、地方
創生への取り組みを通じて地域の課題
解決を図っております。また、あらゆる
取引でのメイン化を図るとともに、経営
資源も積極的に投入しております。

地元を守り育てる

名古屋

東京

　2017年4月に設置した「地域創生部」を中心に、香川県や各市町及び外部専門機関等と連携し、地方創生のために金融の垣根
を越えたサポートを行っております。

地方創生

地域別戦略

地域価値創造�〜地域社会への取り組み〜
県外四国、
岡山、広島、
兵庫、福岡

■�広域瀬戸内圏の貸出平残と収益額の推移

創業支援

■�創業・第二創業支援先数

観光振興支援

■�宿泊業向け設備融資

■�香川県内のソリューション提供による収益 ■�大都市圏の貸出金利回り

9,2678,721
（億円）

106
110 111

9,669

2016 年度 2017 年度 2018 年度
■ 総貸出平残 業務粗利益

（百万円）

12699

150

4823
76 78

124

274

2016 年度 2017 年度 2018 年度
■ ビジネスマッチング ■ 事業承継・M&A

0.87％

0.83％

0.89％

2016 年度 2017年度 2018年度

（支援先数）

45
22

4

249 274 273

2016 年度 2017 年度 2018 年度

■ 第二創業に関与した先数■ 創業に関与した先数

2016 年度 2017 年度 2018 年度

（億円）

100％
123％

204％

3
6

22

■ 新規実行額  残高伸び率

営業力の強化

チャレンジ・バリュー・プラス
（2017年4月～2020年3月）

金融の垣根を越えて地域の「ありたい」にとことん関わり、地域と一緒に成長するめざすべき姿

1 32
3つのチャレンジ お客さま・地域と当行が共に成長する好循環の実現

市場運用の強化

運用体制整備

運用強化

中期経営計画

経営基盤の充実

◆ICT戦略　◆業務継続計画（マスタープラン）　◆ガバナンス　◆コンプライアンス　◆戦略的CSR

事業基盤の強化

百十四銀行の強み
⃝�瀬戸内圏及び四国の成長性
⃝�歴史ある広域店舗網

⃝�地元香川県での圧倒的シェア
⃝�充実した本部サポート体制

⃝�女性の活躍

5つのプラス ⃝�チャネル改革 ⃝�生産性向上 ⃝�組織力強化 ⃝�リスク管理高度化 ⃝�アライアンス

地域価値創造にチャレンジ 事業価値向上にチャレンジ 生涯価値向上にチャレンジ

地域社会 個人のお客さま法人のお客さま

価値共創への戦略
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2016年度 2018年度2017年度

4,191

10,350
13,306

5050

5555
6262

iDeCo（個人型確定拠出年金）
契約件数
残高 単位：億円

2016年度 2018年度2017年度

8181 8383 7878

1,172 1,239 1,246

1,0911,091 1,1561,156 1,1681,168

FP技能士在籍者数
単位：人

FP1級
FP2級

2016年度 2018年度2017年度

6,270
7,424

14,221

101101 138138
210210

積立投資信託
口座口数
月振替額 単位：百万円

2016年度 2018年度2017年度

21

33

3,3413,341 3,1603,160
4,3124,312

1616

お客さまセミナー開催状況
開催回数
参加人数

2016年度 2018年度2017年度

27,64827,648 28,47228,472 29,57629,576

27,648
30,249 32,592

3,0163,0161,7771,777

NISA・つみたてNISA
NISA契約件数
つみたてNISA 契約件数

2016年度 2018年度2017年度

8181 8181

6464

4747

125 134
2323

44443535

116

ライフプランに関する相談会開催回数
単位：回

住宅ローン
セカンドライフ

資産形成

　長期・分散・積立を意識したお客さま本位の提案で、お客さまの資産形成を徹底的にサポートしております。また、専門知識
を有した行員の育成及び販売態勢整備にも注力しております。

長期・分散・積立商品の推進

行員の育成・販売態勢整備

お客さまの資産運用及び資産形成をご支援する業務の基本方針

誠実・公正な資産運用・資産形成のご支援

お客さま本位の販売態勢の整備

サービス品質の向上

お客さま本位の徹底と
プロフェッショナル人材の育成

　お客さまの全てのビジネスフローや事業ステージに積極的に関与し、お客さまの成長を強力にサポートしております。

事業性評価を通じた成長支援
　当行は、事業性評価※に基づく、お客さまの経営課題やニーズへの解決策をご提案することにより、
お客さまの成長を支援しています。

お客さまとの対話

お客さまの成長

事業性評価

ソリューション提供

事業性評価の開示 ＆ 
経営課題の共有

ソリューション提供の実績
■ ソリューション実行件数
　 法人コンサルティング手数料

単位：件

2016年度 2017年度 2018年度
92

686

1,589

12.0億円
10.1億円

8.3億円

取引件数（累計）
流動資産を活用した融資への取り組み（注） 単位：件

2018年度

276

2017年度

231

2016年度

133

注）�お客さまが保有する売掛金等の債権や、商品在庫・機械設備等の資産価値に着目し、商流に基
づく流動資産を活用した融資への取り組みを強化しております。

経営改善提案先数 ※メイン先に対する提案先数
単位：先

2016年度 2017年度 2018年度

1,043
1,281

1,983

事業性評価先数及び開示先数
■ 事業性評価先数
■ 開示先数

単位：先

2,040
1,108

157

3,167
2,349

1,874

2016年度 2017年度 2018年度

情報整理 分析 提案
・基本情報
・製品・サービス
・財務情報

・財務分析
・外部環境分析
・内部環境分析

・評価結果のご説明
・課題等へのご提案

成長戦略（３つのチャレンジ）
価値共創への戦略

事業価値向上 〜法人のお客さまへの取り組み〜 生涯価値向上 〜個人のお客さまへの取り組み〜

成長支援のプロセス ※�事業性評価とは、お客さまとの対話を通じて事業内容を理解し、
財務や業界分析などにより、事業の将来性を評価したもの。
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事業基盤の強化

■ 百十四アプリの機能充実
　いつでも・どこでも銀行サービスを受けられるよう、スマートフォンを使ったサービスを充実させております。

窓口・相談サービスをスマートフォンで
ご提供いたします。

■ 業務の効率化

生産性向上

チャネル改革

　サービス品質を落とさずに、業務の効率化を進めております。

組織力強化
　自らの価値創造に向け、働き方改革（「人事制度改革」「人材力・組織力の強化」「人事マネジメント」）に積極的に取り組んでお
ります。また、銀行とグループ会社の力を結集して総合的なサービスを提供することにより、百十四グループ全体の収益力強
化につとめております。

リスク管理高度化
　リスクと収益の統合的な管理を実践し、健全性の確保と企業価値の創造を同時に実現するようつとめております。

アライアンス
　四国の地銀４行による包括提携「四国アライアンス」では、各行が健全な競争関係を維持しつつ、それぞれの強み・ノウハウ
を結集して、四国創生に取り組んでおります。

■  114スマート通帳（通帳レス口座）
の推進
いつでもどこでも預金口座の入出金明細を確認
でき、通帳に関するお手続き（記帳、繰越、紛失再
発行）が不要な便利なサービスです。

営業店事務の効率化
・�事務負担の軽減
・�キャッシュハンドリングレス

・�待ち時間短縮
・�伝票記入不要

・ペーパーレス化
・処理時間の短縮
・サービス品質の向上

スマートフォン上で
口座管理

＋
紙の通帳は不要に

（通帳レス）

※専用ATMを設置し、お客さまと当行側による確認操作により、簡単でかつスピーディーな処理を行う窓口のこと。

114ダイレクト　　・振込振替／照会
・口座開設／諸届　　・投資信託取引

口座開設申込み
個人ローン申込み
ロボアドバイザー

保険申込み
家計簿機能　　・資産管理

ライフプランコーチ

店頭事務の効率化
「クイックカウンター※」

導入による
店頭事務の効率化

事務の集中化
少量・多品種な
営業店後方事務を
本部に集中化

ペーパーレス化
タブレットを活用した

各種取引の
ペーパーレス化

114スマート通帳
・通帳レス口座　　・残高明細確認

成長戦略（５つのプラス）成長戦略（５つのプラス）
価値共創への戦略

■ CSR私募債の発行
　私募債を発行したお客さまから受け取る発行手数料の一
部で、お客さまの希望される学校や地方公共団体に物品を寄
贈する寄付型私募債を取り扱っております。

■ 金融教育
　金融教育活動支援の一環として、小・中・高校生のみなさん
の職場見学・体験を受け入れているほか、小学生を対象とし
た「夏休み親子教室」を開催しております。また、香川県内の
高校・大学では、金融や銀行について理解を深めていただく
ための特別講義を行っております。

■ 「瀬戸内国際芸術祭2019」を応援
　2019年4月26日より開幕している「瀬戸内国際芸術祭
2019」を今回もグループ全体を挙げて応援しております。
開幕前の清掃活動のほか、会期中には作品受付ボランティ
アに参加しております。

地域のイベントへの積極的な参加や金融教育などを通じてお客さまや地域の成長を支援しております。

社会貢献活動への取り組み

従業員が仕事と家庭を両立できるよう、環境の整備に取り組んでおります。

従業員満足度向上のための取り組み

■ 人材育成（114マイスター制度の導入）
　知識と実務能力を兼ね備えた総合力のある人材育成をめ
ざして、2017年6月より、「114マイスター制度」を導入して
おります。営業店業務を6分野に分類し、分野毎に「オフィ
サー」（初級）、「リーダー」（中級）、「マイスター」（最上位）の3
段階の資格を設定し、行員が自発的に選択した分野に的を絞
って資格取得にチャレンジできる制度です。

■ ワークライフバランスの推進

　従業員およびその家族の健康の保持・増進に向けた取り組
みを進めるため、2018年8月に「健康経営宣言」を行いまし
た。2019年2月には、経済産業
省および日本健康会議が実施
する健康経営を実践している
企業を表彰する制度「健康経営
優良法人・大規模法人部門」の
認定を受けました。

■ 女性の活躍推進
　女性の管理職登用に積極的に取り組んでおります。2019
年4月の女性管理職比率は、23.4％で、全国平均（14.9％※）
を上回っております。

※ 出所：男女共同参画白書 令和元年度版

　子育て中の行員が安心して働くことができるよう、2018
年4月に事業所内保育所「百十四ももっこらんど」を開所い
たしました。

職場環境の向上 事業所内保育所の設置

（仕組み）
発行企業

百十四銀行 幼稚園、小中学校及び
地方公共団体など

❸
教育に関する
物品の寄贈

❷ 寄贈先の指定❶
私募債の発行・引受け
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